
低所得のひとり親世帯への臨時特別給付金について

新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯に特に大きな困難が心身に生じてい
ることを踏まえ、こうした世帯の子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うため、臨時特別給付金を早期に支給する。

都道府県、市（特別区を含む。）及び福祉事務所設置町村

【児童扶養手当受給世帯等への給付】

①令和２年６月分の児童扶養手当の支給を受けている者

②公的年金給付等を受けていることにより児童扶養手当の支給を受けていない者
※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る者に限る

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、直近の収入が、児童扶養手当の対象となる水準に下がった者

【収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への給付】

上記①・②の支給対象者のうち、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が大きく減少しているとの
申し出があった者

令和２年度第２次補正予算案 １，３６５億円（事業費1,178億円、事務費186億円）※母子家庭等対策総合支援事業

【児童扶養手当受給世帯等への給付】
１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円

【収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への給付】
１世帯５万円

全額国庫負担（10／10）
※ 実施に係る事務費についても全額国庫負担

（４）費用

（５）補正予算案

（２）給付額

（３）実施主体

（１）支給対象者

【児童扶養手当受給世帯等への給付】
①の対象者には可能な限り８月までに支給（申請不要）。②・③の対象者についても、可能な限り速やかに支給（要申請）。

【収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への給付】
年１回の定例の対面による現況確認時（８月）等にあわせて、収入が大きく減少しているとの申し出について簡易な方法

で確認した上で９月以降に支給。

（６）スケジュール


